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ChatGPT 4o 

 

あなた: 

Excel とオープンツールを使った特許分析の現状.docx 

ドキュメント 

動画の文字起こしです。要約を作成してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

この動画の文字起こしに基づく要約を作成しました。 

 

この動画では、Excel とオープンツール（Lens.org や J-Global など）を使用した特許分析

の現状について説明しています。主な話題は次の通りです。 

1. 特許分析のツール紹介: Excel や J-Global、Lens.org などのオープンツールを使っ

た特許分析の方法と、その利点について解説しています。特に、J-Global が提供

する発明の名称の集計機能や、F タームを使った詳細な分析について言及してい

ます。 

2. 分析の具体例: Excel でのデータ処理や新しい関数を使った集計方法、特許分類

の読み込みや、クロス集計の実例が示されています。特に、生成 AI を使った特許

検索語の自動生成ツールの活用について詳しく説明しています。 

3. 生成 AI の利用: 生成 AI（特に ChatGPT やコパイロットなど）の利用方法について

議論されています。特許分析や新規用途探索、データの取得といった場面で生成

AI がどのように活用されているかを具体的に紹介しています。 

4. ツールの活用と実務: 特許分析において、無料ツールやオープンソースの利点と

限界についても言及しています。また、特許分類の理解を深めるために、特許情

報の整理や分析においてどのようにこれらのツールを使うべきかが説明されてい

ます。 

 

この要約は、動画内で取り上げられた主な内容を簡潔にまとめたものです。より詳細な内

容については、元の文字起こしをご参照ください。 

4o 
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あなた: 

J-Global について詳細に 

ChatGPT: 

ChatGPT 

J-Global は、日本の科学技術振興機構（JST）が提供する、科学技術や産業技術に関す

る情報を検索・提供するためのデータベースです。J-Global は、学術論文、特許情報、研

究者情報、機関情報、プロジェクト情報など、多岐にわたるデータを統合し、科学技術に

関連する幅広い情報を提供します。以下に、J-Global の詳細について説明します。 

主な機能と特徴 

1. 幅広い情報の統合: 

o J-Global は、学術論文や特許情報、研究者や機関の情報を統合して提供

しており、科学技術に関する総合的なデータベースです。研究者が関連情

報を効率的に検索できるように設計されています。 

2. 特許情報の分析: 

o 特許情報に関しては、IPC や F タームなどの分類情報を利用して、技術分

野別の特許動向を分析することが可能です。また、特許の発明名称に含ま

れるキーワードの集計や、出願人別の特許動向の分析も可能です。 

3. 発明名称のキーワード集計: 

o 特許情報では、発明の名称に含まれる語を集計する機能があります。これ

は、技術動向を把握したり、検索キーワードを探したりする際に非常に役立

つ機能です。キーワードを基にした検索結果の集計により、技術分野のトレ

ンドを視覚的に確認することができます。 

4. 無料で利用可能: 

o J-Global は無料で利用でき、特許情報や学術論文情報を誰でもアクセス

可能です。ただし、詳細な機能を利用するにはユーザー登録が必要な場合

があります。 

5. 名寄せ機能: 

o 同じ出願人や研究者の異なる表記を統一する名寄せ機能が備わってお

り、特許情報や論文情報を整理する際に役立ちます。これにより、同一の

出願人や研究者に関する情報を一元的に確認できます。 

6. F タームや IPC の利用: 

o J-Global では、特許情報において F ターム（特許庁が採用している分類体

系）や IPC（国際特許分類）のコードを用いて詳細な検索と分析を行うこと

ができます。これにより、技術分野ごとの動向や競合分析をより精密に行う

ことができます。 
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利用シーン 

J-Global は、主に以下のような利用シーンで活用されます。 

• 研究開発の初期調査: 新しい研究テーマを探る際や、技術動向を把握するための

情報収集に利用されます。 

• 競合分析: 他社の特許出願動向や技術分野のシェア分析を行うために、J-Global

で集めた情報を基に競合分析が可能です。 

• 学術研究の支援: 研究者が関連論文や特許情報を効率的に検索し、研究の背景

調査や参考文献の収集に役立てることができます。 

今後の展望 

J-Global は、科学技術分野におけるオープンサイエンスの流れに対応し、さらなるデータ

の充実と検索機能の向上が期待されます。特に、AI 技術との連携による高度な分析機能

の提供や、国際的なデータベースとの連携強化が進むことで、さらに幅広いユーザー層

に利用されることが見込まれます。 

J-Global は、無料で利用可能な非常に有用なデータベースであり、特許情報の分析や学

術研究において強力なツールとなります。 

4o 

あなた: 

Espacenet について動画で説明していました。詳細に 

ChatGPT: 

ChatGPT 

動画で説明されていた Espacenet についての詳細を以下にまとめます。 

Espacenet とは 

Espacenet は、欧州特許庁（EPO）が提供する特許情報検索ツールで、世界中の特許情

報を無料で検索・閲覧することができます。1998 年に公開されて以来、特許情報の普及と

特許技術の理解を助けるために、特許庁や企業、個人ユーザーによって広く利用されて

います。 

主な機能と特徴 

1. グローバルな特許データベース: 
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o Espacenet は、全世界の特許文献にアクセスできるツールで、100 を超える

国と地域の特許情報を収録しています。これには、公開特許、登録特許、

そして特許ファミリーが含まれており、特許出願から権利維持に至るまでの

全プロセスをカバーします。 

2. 特許ファミリーの閲覧: 

o 特許ファミリーとは、同一発明に対して複数の国や地域で出願された特許

群を指します。Espacenet では、特許ファミリーを一括して閲覧できるため、

特定の技術がどの国でどのように保護されているかを容易に把握できま

す。 

3. 検索機能の充実: 

o Espacenet では、簡易検索から高度な検索まで幅広い検索機能を提供して

います。例えば、キーワード、発明者名、出願人名、IPC コード、公開番号

など、さまざまな検索条件を組み合わせて特許文献を探すことができます。

また、ブール演算子（AND, OR, NOT）を使用して、複雑な検索クエリを作成

することも可能です。 

4. 全文閲覧とダウンロード: 

o Espacenet では、特許文献の全文を閲覧できるほか、PDF 形式でダウンロ

ードすることも可能です。これにより、詳細な技術内容や図面を直接確認で

き、技術調査や競合分析に役立てることができます。 

5. フィルター機能: 

o 特許検索結果を絞り込むためのフィルター機能が充実しています。例え

ば、公開年、発明者、出願人、国などの条件で検索結果をさらに絞り込む

ことができ、目的に合った特許情報を効率的に見つけ出すことができます。 

6. 特許分類情報の提供: 

o Espacenet は、国際特許分類（IPC）や共同特許分類（CPC）に基づいて特

許を分類しており、これにより技術分野ごとの特許動向を把握しやすくして

います。ユーザーは分類コードを用いて、特定の技術分野に関連する特許

を絞り込むことが可能です。 

7. ランドスケープ機能: 

o 動画内では「ランドスケープ機能」という名前で説明されていた機能があり

ますが、これは技術分野の特許動向を視覚的に表示する機能です。技術

分類に基づいて、特定の技術分野での特許出願の増減や、技術の発展傾

向をグラフやチャートで表示することで、技術分野の状況を簡単に把握でき

ます。 

8. クロス集計機能: 

o Espacenet には、クロス集計機能もあり、複数の特許文献を横断的に分析

することができます。この機能を使うことで、出願人別や国別の特許動向を

詳細に分析することが可能です。 

9. ユーザーインターフェースの改善: 
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o 動画では、Espacenet のユーザーインターフェースが以前よりも改善された

と説明されています。新しいインターフェースは、特許検索や閲覧の操作性

が向上しており、初心者でも使いやすい設計になっています。 

利用シーン 

• 技術調査: 研究開発の初期段階で、既存の特許技術を調査し、開発の方向性を

検討するために使用されます。 

• 競合分析: 競合他社の特許出願動向を把握し、自社の特許戦略の参考にするた

めに利用されます。 

• 特許出願支援: 新しい発明の特許出願に際し、先行技術の調査や、類似特許の

有無を確認するために Espacenet を活用します。 

Espacenet のメリットと課題 

• メリット: 

o 無料で利用できるため、企業や個人問わず、誰でもアクセスできる。 

o 世界中の特許情報を網羅しており、広範な技術情報を一元的に取得可

能。 

o クロス集計機能やランドスケープ機能を活用することで、技術分野の動向

分析が容易。 

• 課題: 

o 英語での操作が基本となるため、言語の壁がある。 

o 特定の技術分野に関しては、データが不足している場合がある。 

o 無料ツールとしては非常に優れているが、専門的な分析を行うには有料ツ

ールが必要な場合もある。 

Espacenet は、特許情報の検索・分析において非常に強力なツールであり、特に広範な

技術調査や競合分析に役立ちます。 

4o 

あなた: 

生成 AI を使った特許検索語の自動生成ツールの活用について詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

生成 AI を使った特許検索語の自動生成ツールの活用について、詳しく説明します。 

1. 生成 AI を用いた検索語生成の背景 
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特許検索では、適切な検索語（キーワード）を選定することが、関連する特許文献を効果

的に見つけるための重要なステップです。しかし、技術分野が広範であったり、複数の関

連技術が絡み合っている場合、どのキーワードを使用すべきかの判断が難しくなることが

あります。そこで、生成 AI を活用することで、特許検索語の生成を自動化し、効率的かつ

網羅的な検索を支援するツールが開発されています。 

2. 生成 AI による検索語の自動生成 

生成 AI を用いた特許検索語自動生成ツールは、以下のプロセスで機能します。 

1. 初期情報の入力: 

o ユーザーは、調査したい技術分野や特定の技術内容に関する初期情報を

ツールに入力します。この情報は、技術の概要や関連する技術用語、既存

の特許番号などです。 

2. 生成 AI の活用: 

o ツールは、入力された情報を基に、生成 AI（例えば、GPT などの言語モデ

ル）を用いて、関連する技術用語や検索語を自動生成します。生成 AI は、

大量のテキストデータを学習しているため、文脈に応じた適切な用語や類

義語を推測し、リストアップすることが可能です。 

3. キーワードの候補リスト作成: 

o 生成された検索語は、技術分野や関連する特許分類に基づいて整理され

ます。このプロセスにより、ユーザーは多様な角度から技術を網羅する検

索語のリストを得ることができます。 

4. リストのカスタマイズ: 

o ユーザーは、生成された検索語リストを確認し、不要な語を削除したり、新

たな語を追加したりすることで、検索語リストをカスタマイズします。このス

テップにより、より精度の高い検索が可能となります。 

3. ツールの利点 

生成 AI を活用した特許検索語自動生成ツールの利点は次の通りです。 

• 効率性の向上: 

o 従来の手動での検索語選定に比べ、短時間で広範なキーワード候補を生

成できるため、検索準備にかかる時間が大幅に短縮されます。 

• 網羅的な検索: 

o 生成 AI は、関連する技術分野の知識を基に多様なキーワードを生成する

ため、ユーザーが見落としがちなキーワードを含めた網羅的な検索が可能

になります。 

• 新規技術の探索: 
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o 生成 AI は、既存の技術文献に記載されていない新しい用語や概念を提案

することができるため、新規技術の探索や特許回避のための調査に役立

ちます。 

• 専門知識の補完: 

o 専門知識が少ない分野においても、生成 AI が適切なキーワードを提案す

るため、特許調査の質を維持できます。 

4. 実際の活用例 

特許検索の自動化: 

• ある企業が新しい技術分野に進出しようとする際、生成 AI を用いて関連する特許

を調査するための検索語を生成しました。これにより、関連特許の漏れを防ぎ、効

率的に技術調査を行うことができました。 

競合分析: 

• 競合他社の技術動向を調べるため、生成 AI を使って特許検索語を生成し、特許

データベースでの検索に利用しました。このプロセスにより、競合他社の特許出願

の傾向を広範に把握し、新しい技術戦略を立てるのに役立てました。 

5. 今後の展望 

生成 AI を用いた特許検索語の自動生成ツールは、特許調査における効率化と精度向上

に大きく貢献しています。今後は、さらに高度な自然言語処理技術や機械学習アルゴリズ

ムの発展により、検索精度が向上し、より複雑な技術分野にも対応できるツールが開発さ

れることが期待されます。また、特許調査だけでなく、新規発明の特許性評価や、技術予

測など、さまざまな分野での応用が進むと考えられます。 

生成 AI を活用した特許検索語自動生成ツールは、特許調査や技術動向分析の強力な

サポートツールとして、今後ますます利用が拡大していくでしょう。 

4o 

あなた: 

「生成 AI の利用: 生成 AI（特に ChatGPT やコパイロットなど）の利用方法について議論」

を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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生成 AI（特に ChatGPT やコパイロットなど）の利用方法について、動画で議論されていた

内容を詳しく説明します。 

1. 生成 AI の概要 

生成 AI は、大規模なデータセットを基に学習し、自然言語処理能力を持つ AI システムで

す。ChatGPT やコパイロットは、その代表例で、特にテキスト生成やコード補完、アイデア

出しなどに利用されています。これらの AI は、ユーザーが提供する入力に対して、文脈を

理解し、適切な応答や提案を生成する能力を持っています。 

2. ChatGPT の利用方法 

a. アイデア出しやブレインストーミング: 

• ChatGPT は、ユーザーが提示したテーマや質問に対して、関連するアイデアや提

案を生成するため、ブレインストーミングのツールとして利用されます。特に、技術

開発やマーケティング戦略の策定において、新しい視点やアイデアを提供するの

に役立ちます。 

b. テキスト生成と文書作成: 

• 長文のテキスト生成や、報告書、ブログ記事などの文書作成を支援します。例え

ば、技術文書の概要や要約を自動生成することで、文書作成の効率を高めること

ができます。 

c. 自然言語処理タスク: 

• テキストの要約や翻訳、文法チェックなどの自然言語処理タスクをサポートします。

これにより、特許文書や技術レポートのレビューや編集が迅速に行えるようになり

ます。 

3. コパイロットの利用方法 

a. コーディング支援: 

• GitHub Copilot は、コードの補完や自動生成を行う AI ツールで、プログラミングの

生産性を大幅に向上させます。ユーザーが書きかけのコードに対して、適切なコー

ドスニペットを提案したり、エラーチェックを行ったりします。特に、反復的なタスク

や複雑なコード構造を扱う際に有効です。 

b. API の活用: 
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• Copilot は、ユーザーが利用する API やライブラリに基づいて、適切な関数やメソッ

ドを提案します。これにより、新しい API やライブラリの学習時間を短縮し、開発作

業を効率化します。 

c. ドキュメント生成: 

• コードにコメントを追加したり、自動的にドキュメントを生成したりすることで、コード

の可読性を高め、チーム内での知識共有を促進します。 

4. 生成 AI の具体的な活用事例 

a. 特許調査と新規用途探索: 

• ChatGPT を活用して、特定の技術分野における新しい用途を探索します。例え

ば、既存の特許情報を基に、他の応用分野や新しい市場を見つけるためのアイデ

アを生成します。 

b. 市場規模の確認: 

• 市場分析や競合分析の際に、ChatGPT や Copilot を利用して、市場規模の推定

や競合の強み・弱みの分析を行います。生成 AI が提供する情報や分析結果を基

に、ビジネス戦略を練り直すことができます。 

c. 法的文書の生成とレビュー: 

• ChatGPT を利用して、特許出願書類や契約書などの法的文書を生成し、レビュー

します。また、法律用語の解説や適用される法令の概要を生成することで、法的リ

スクの評価を支援します。 

d. プロジェクト管理とタスク自動化: 

• Copilot を利用して、プロジェクト管理ツールのスクリプトや自動化タスクを作成しま

す。これにより、反復的な管理作業を効率化し、プロジェクトの進行をスムーズに

することが可能です。 

5. 生成 AI の活用における注意点 

a. データプライバシー: 

• 生成 AI に機密情報を入力する際のリスクについて議論されています。特に、顧客

情報やプロジェクトの詳細など、機密性の高いデータを扱う場合は、AI の利用に

際して慎重な判断が求められます。 

b. 精度と信頼性: 
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• 生成 AI が提供する情報や提案は、必ずしも正確であるとは限りません。そのた

め、生成された内容を盲信するのではなく、適切なレビューや検証が必要です。 

c. ユーザーエクスペリエンス: 

• 生成 AI の利用によって得られる価値は、ユーザーの期待やスキルによっても異な

ります。適切なツールの選択と使用方法の工夫が、生成 AI の最大限の効果を引

き出すために重要です。 

6. まとめと今後の展望 

生成 AI は、特許調査や文書作成、コーディングなど、さまざまなビジネス領域での利用が

進んでおり、特に反復的なタスクの自動化や、新しいアイデアの生成において高い効果を

発揮しています。今後の技術進化に伴い、生成 AI はさらに多くの分野で利用され、業務

の効率化やイノベーションの促進に寄与すると期待されています。 

このように、生成 AI は多くのビジネス領域での活用が進んでおり、効率化や創造性の向

上に大きく貢献しています。 

4o 

あなた: 

「ツールの活用と実務: 特許分析において、無料ツールやオープンソースの利点と限界に

ついても言及しています。また、特許分類の理解を深めるために、特許情報の整理や分

析においてどのようにこれらのツールを使うべきかが説明されています。」を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「ツールの活用と実務」に関する詳細な説明です。ここでは、特許分析において無料ツー

ルやオープンソースの利点と限界について議論され、さらに特許情報の整理や分析にお

けるこれらのツールの効果的な使用方法が説明されています。 

1. 無料ツールやオープンソースの利点 

a. コスト削減 

• 無料で利用可能: 無料ツールやオープンソースの特許分析ツールは、ライセンス

費用が不要で、特に中小企業や個人の特許調査活動においてコストを大幅に削

減できます。商用ツールと比較して、初期投資や継続的な費用が発生しないた

め、手軽に利用を開始できます。 
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b. アクセスのしやすさ 

• 利用の手軽さ: これらのツールは一般に Web ブラウザを通じて利用できるため、

特定のソフトウェアをインストールする必要がなく、どこからでもアクセス可能です。

これにより、リモートワークや異なるデバイス間での作業が容易になります。 

c. オープンソースの柔軟性 

• カスタマイズ可能: オープンソースツールは、ソースコードが公開されているため、

必要に応じてカスタマイズが可能です。ユーザーが自分のニーズに合わせて機能

を拡張したり、独自の分析方法を組み込むことができます。 

d. コミュニティサポート 

• コミュニティの力: オープンソースツールは、活発なユーザーコミュニティによって

支えられており、問題が発生した際にフォーラムや GitHub などで質問することが

できます。また、コミュニティが提供するプラグインや追加機能も利用でき、ツール

の機能を強化できます。 

2. 無料ツールやオープンソースの限界 

a. 機能制限 

• 高度な分析機能の不足: 無料ツールやオープンソースツールは、商用ツールと比

較して高度な機能が欠けている場合があります。例えば、クロス集計や詳細な特

許マップ作成、特許ファミリーの解析といった高度な分析機能は、商用ツールでし

か利用できないことが多いです。 

b. データの完全性 

• データの不完全さ: 無料ツールはデータベースの更新頻度や範囲が限られている

場合があり、最新の特許情報や全世界の特許データにアクセスできないことがあ

ります。これにより、網羅的な特許調査が難しくなることがあります。 

c. サポートの欠如 

• サポートの制限: 無料ツールやオープンソースツールは、商用ツールのような公式

サポートがないため、トラブルが発生した場合には自力で解決する必要がありま

す。また、ツールの開発が停止した場合、将来的なサポートが期待できなくなるリ

スクもあります。 

3. 特許分類の理解とツールの活用 

a. 特許分類の重要性 
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• 分類による技術理解: 特許分類（例えば、IPC や CPC）は、特許情報を技術分野

ごとに整理するための基礎です。特許分析において、技術分野のトレンドを把握し

たり、競合分析を行う際に、特許分類の理解は不可欠です。適切な分類を使用す

ることで、関連する特許を効率的に検索・分析することが可能になります。 

b. 分類の活用方法 

• ツールによる分類の活用: 無料ツールやオープンソースツールでも、特許分類を

利用して特許をフィルタリングすることができます。例えば、J-Global や Espacenet

などの無料ツールでは、特許分類コードを使って特定の技術分野に関連する特許

を絞り込むことが可能です。また、分類コードを用いた簡易的な特許マップの作成

も可能で、技術分野の全体像を把握するのに役立ちます。 

c. データの整理と分析 

• Excel や他のツールとの連携: 特許分類を利用して特許データを収集した後、

Excel や他のデータ分析ツールを用いてデータを整理・分析します。これにより、例

えば、特許出願のトレンドを時系列で分析したり、競合企業の特許ポートフォリオを

可視化することができます。生成 AI を活用してキーワードの自動生成やクロス集

計を行うことも効果的です。 

d. 特許分析の流れ 

• 特許分類を基にしたワークフロー: 特許分析の一般的なワークフローは、（1）特許

分類を利用して特許をフィルタリング、（2）関連する特許のリストを抽出、（3）Excel

などで整理し、（4）さらに生成 AI や他の分析ツールを用いて深掘りする、という流

れです。これにより、効率的かつ体系的に特許情報を整理し、分析結果を導き出し

ます。 

4. 実務における活用例 

a. 競合他社の技術分析: 

• ある企業が無料ツールを利用して、競合他社の特許出願動向を分析しました。特

許分類を利用して技術分野を特定し、競合他社の特許ポートフォリオを可視化し、

将来の技術開発戦略を策定する際に役立てました。 

b. 新規技術の探索: 

• 新たな技術分野への参入を検討している企業が、オープンソースツールを用いて

関連特許を分析しました。生成 AI を活用して検索語を生成し、特許分類を使って

調査範囲を絞り込み、新規技術の可能性を評価しました。 
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5. まとめ 

無料ツールやオープンソースツールは、特許分析においてコスト効率を高める一方で、機

能の制約やデータの不完全性が存在します。しかし、特許分類を活用した効果的な情報

整理と分析を行うことで、これらのツールの限界を補いながら、実務において十分に活用

することが可能です。特許分析を行う際には、これらのツールの利点と限界を理解し、適

切に組み合わせて活用することが重要です。 

4o 

あなた: 

Lens.org について詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

Lens.org は、科学技術、特許、学術論文、政策などの情報を統合し、無料で提供するオー

プンアクセスのデータベースおよび分析プラットフォームです。特に、特許情報や学術文

献の分析を支援するための強力なツールとして、多くの研究者、企業、政策立案者によっ

て利用されています。以下に、Lens.org の詳細について説明します。 

1. Lens.org の概要 

Lens.org は、公益目的で運営される非営利プラットフォームで、科学技術とイノベーション

に関する情報へのオープンアクセスを提供しています。主に、特許データベースと学術文

献データベースを統合し、ユーザーがこれらの情報を検索・分析できる環境を提供しま

す。Lens.org は、カリフォルニア州に本拠を置く Cambia という非営利団体によって開発・

運営されています。 

2. 主な機能と特徴 

a. グローバルな特許データベース 

• 特許情報の広範なカバレッジ: Lens.org は、世界中の特許情報をカバーしており、

100 を超える特許庁からのデータを提供しています。これには、特許ファミリー情

報、出願人情報、技術分類（IPC, CPC）などが含まれます。 

b. 学術文献との統合 

• 学術文献の統合検索: Lens.org は、特許データと学術文献データを統合して提供

します。これにより、特許情報と関連する学術研究を同時に検索・分析でき、技術

開発や研究の背景を包括的に理解することができます。 



 14 / 23 
 

c. 分析ツールの提供 

• 高度な分析機能: Lens.org は、特許や文献情報を多角的に分析するためのツー

ルを提供しています。例えば、特許の出願動向、出願人のポートフォリオ分析、技

術分類ごとの動向分析などを視覚的に行うことができます。また、技術分類と出願

人のクロス集計や、特定の技術分野における競合分析も可能です。 

d. データのエクスポート 

• データダウンロード機能: ユーザーは、検索結果や分析結果を CSV や JSON 形

式でダウンロードすることができます。これにより、独自の分析やレポート作成に利

用することが可能です。無料アカウントでも一定の範囲でデータをダウンロードで

きますが、さらに詳細なデータを取得するには有料アカウントが必要です。 

e. プライバシーとセキュリティ 

• ユーザープライバシーの重視: Lens.org は、ユーザーのプライバシーを重視してお

り、ユーザーデータが商業的に利用されることはありません。また、データの取り

扱いも透明性が高く、信頼性があります。 

3. Lens.org の利用シーン 

a. 特許調査と技術動向分析 

• Lens.org は、特許情報の広範なカバレッジと高度な分析ツールを提供しているた

め、特許調査や技術動向分析に最適です。例えば、新しい技術分野における競合

分析や、特定の技術の特許ポートフォリオの評価などに利用できます。 

b. 学術研究支援 

• 学術文献と特許情報を統合して検索できるため、研究者が技術の最先端を把握

し、研究の方向性を決定する際に役立ちます。また、研究成果の特許出願に関す

る調査や、既存の研究との関連性を検討するためにも利用されます。 

c. 企業の技術戦略策定 

• 企業は、Lens.org を活用して競合企業の特許ポートフォリオを分析し、自社の技術

戦略を策定する際の参考にします。特に、技術の強みや弱みを把握し、どの分野

に投資するかの決定に貢献します。 

d. 政策立案と技術評価 

• 政策立案者は、特許情報と学術文献を活用して、特定の技術分野におけるイノベ

ーションの進展状況を評価し、技術政策や研究開発戦略の策定に役立てます。 
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4. Lens.org の利点 

a. 無料での高機能利用 

• コストパフォーマンス: 無料でありながら高度な分析機能を提供する Lens.org は、

特許調査や技術分析において非常にコストパフォーマンスが高いツールです。 

b. 幅広いデータのカバレッジ 

• グローバルな視点: 世界中の特許情報や学術文献を一つのプラットフォームで検

索・分析できるため、グローバルな視点で技術動向を把握することができます。 

c. ユーザーフレンドリーなインターフェース 

• 直感的な操作: Lens.org は、直感的で使いやすいインターフェースを提供してお

り、初心者でも簡単に操作できるよう設計されています。 

5. Lens.org の限界と課題 

a. データの完全性と精度 

• データの更新頻度: 特許情報や学術文献のデータ更新は定期的に行われていま

すが、リアルタイム性には限界があり、最新の情報がすぐに反映されない場合が

あります。 

b. 高度な機能へのアクセス 

• 有料機能の必要性: 無料で利用できる範囲には限界があり、さらに高度な分析機

能や大量のデータダウンロードを必要とする場合は、有料アカウントへのアップグ

レードが必要です。 

c. 学術文献のカバー範囲 

• 限定された文献データベース: Lens.org が提供する学術文献データは広範囲です

が、特定の分野や最新の論文にアクセスするには他の専用データベースが必要

な場合もあります。 

6. 今後の展望 

Lens.org は、特許情報と学術文献を統合して提供することで、研究者や企業、政策立案

者にとって強力なツールとなっています。今後の展望としては、さらにデータの充実化やリ

アルタイム性の向上、AI 技術との連携による高度な分析機能の追加が期待されます。ま

た、ユーザーコミュニティとの連携強化により、ツールの利用シーンが拡大し、さらに多様

なニーズに対応できるようになることが見込まれます。 
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Lens.org は、オープンアクセスの理念に基づいて、世界中のユーザーに高品質なデータと

ツールを提供し続けることで、科学技術の発展とイノベーションの促進に貢献しています。 

4o 

あなた: 

Lens.org の有料と無料の違いは？ 

ChatGPT: 

ChatGPT 

Lens.org の有料版と無料版の違いについて詳しく説明します。 

無料版の特徴 

1. アクセスと機能の範囲 

o 基本的な検索と分析: 無料版では、世界中の特許データベースや学術文

献を検索・閲覧する基本的な機能を利用できます。また、特許の簡易的な

分析や、学術文献との統合検索も可能です。 

o 制限付きのデータダウンロード: 無料版でも、検索結果や分析データを

CSV や JSON 形式でダウンロードできますが、その量や詳細には制限が

あります。 

o 制限付きの視覚化ツール: 無料版では、特許ポートフォリオや技術動向の

基本的な視覚化ツールを利用できますが、カスタマイズの範囲は限られて

います。 

2. 利用制限 

o データダウンロードの制限: 無料版では、ダウンロードできるデータの件数

や、詳細なデータセットの利用に制限があります。大量のデータを一度に取

得したい場合や、詳細なフィールドデータが必要な場合には、制限を感じる

ことがあります。 

o 分析機能の制限: 無料版で提供される分析機能は基本的なものに限られ

ており、高度な分析やカスタマイズが必要な場合には機能不足を感じるこ

とがあります。 

3. ユーザーサポート 

o コミュニティベースのサポート: 無料版では、公式のサポートが限られてお

り、主にユーザーコミュニティやオンラインのヘルプガイドに頼る形になりま

す。 

有料版の特徴 

1. 拡張されたアクセスと機能 
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o 無制限のデータダウンロード: 有料版では、検索結果や分析データのダウ

ンロードに制限がなくなり、より大規模なデータセットを取得できます。これ

により、詳細な分析やデータの長期保存が可能になります。 

o 高度な分析ツール: 有料版では、より高度な分析ツールや視覚化ツールが

利用可能になります。例えば、特定の技術分野における詳細なクロス集計

や、出願人ごとのポートフォリオ分析をより深く行うことができます。 

o カスタマイズ可能なダッシュボード: 有料版では、ダッシュボードをカスタマ

イズして、自分のニーズに合わせた特許・文献情報の追跡が可能です。 

2. プレミアムサポート 

o 優先サポート: 有料ユーザーには、専用のサポートチームが提供され、技

術的な問題やツールの使い方に関する質問に迅速に対応してもらえます。

また、サポートチームからの個別指導やカスタマイズの提案なども受けら

れます。 

3. API アクセス 

o API 利用の拡張: 有料版では、Lens.org の API を利用して、大規模なデー

タをプログラム的に取得・分析することが可能です。これにより、社内の他

のシステムと連携させて、自動化されたワークフローの構築が可能になり

ます。 

4. 商業利用のライセンス 

o 商用利用の許可: 有料版では、特許情報や学術文献を商業目的で利用す

るためのライセンスが付与されます。無料版は基本的に非商業目的での利

用に限られていますが、有料版では商業利用に適した形でデータを利用で

きるようになります。 

まとめ 

Lens.org の無料版は、基本的な特許検索や学術文献の調査に十分な機能を提供してお

り、個人の研究者や中小企業にとって非常に有用です。一方、有料版は、大規模なデータ

分析や商業利用を必要とするユーザーに向けた強力なツールであり、無制限のデータア

クセスや高度な分析機能、プレミアムサポートを提供します。ユーザーのニーズや利用目

的に応じて、無料版か有料版を選択することが適切です。 

4o 

あなた: 

「Excel でのデータ処理や新しい関数を使った集計方法、特許分類の読み込みや、クロス

集計の実例が示されています。」を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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「Excel でのデータ処理や新しい関数を使った集計方法、特許分類の読み込みやクロス集

計の実例」について、詳しく説明します。 

1. Excel でのデータ処理 

特許情報やその他の大規模データを分析する際、Excel は非常に強力なツールです。動

画で取り上げられていた内容に基づき、以下のプロセスでデータ処理が行われています。 

a. データのインポート 

• CSV や Excel ファイルのインポート: 特許データや分析結果を CSV 形式でダウン

ロードし、Excel にインポートします。このデータには、特許番号、出願人、特許分

類、出願日、発明名称などのフィールドが含まれています。 

b. データのクリーニング 

• 空白セルの削除: インポートしたデータに欠損値（空白セル）が含まれている場

合、これを削除・補完する処理が行われます。例えば、Ctrl + G を使って空白セ

ルを選択し、データを埋める、あるいは削除することができます。 

• データ形式の統一: 特許分類コードや日付など、異なる形式で記録されているデ

ータを統一します。たとえば、特許分類コードが異なる桁数で記録されている場

合、それを統一するために Excel の関数を利用します。 

2. 新しい関数を使った集計方法 

動画では、Excel の新しい関数を使った特許データの集計方法が紹介されています。これ

には、複雑なデータ処理やクロス集計を実現するための高度な関数が含まれています。 

a. LET 関数 

• LET 関数の利用: LET 関数は、Excel で変数を定義し、その変数を後続の計算で

利用するための機能です。これにより、複雑な数式の可読性が向上し、繰り返し利

用される計算を一度定義して効率的に処理できます。 

o 例: 特許分類コードを統一するために、LET関数を使って、先に特許分類コ

ードの桁数を統一し、その後の処理で再利用します。 

b. LAMBDA 関数 

• LAMBDA 関数の活用: LAMBDA 関数は、Excel でカスタム関数を作成する機能で

す。特定の処理を一度定義し、それを何度も再利用できます。例えば、特許分類コ

ードを処理するカスタム関数を作成し、異なるシートやデータセットで同じ処理を行

う際に使用します。 
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c. UNIQUE 関数 

• UNIQUE 関数の利用: UNIQUE 関数を使用して、特許分類コードや出願人などの重

複を排除し、ユニークな値のみを抽出します。これにより、特定の分類や出願人ご

との特許件数を集計する際に役立ちます。 

3. 特許分類の読み込み 

特許分類（例えば、IPC や CPC）は、特許データを分析する際の重要な指標です。Excel

で特許分類を効率的に扱うために、以下のステップが行われます。 

a. 特許分類コードの整理 

• コードの統一: 特許分類コードは、4 桁や 6 桁などさまざまな桁数で記録されてい

ます。これを統一するために、TEXT関数や LET関数を使って、コードの前にゼロを

追加したり、桁数を揃えます。 

o 例: TEXT(A2, "0000") で、4 桁の特許分類コードを統一。 

b. 特許分類の参照と説明の付加 

• VLOOKUP 関数の利用: 特許分類コードに基づいて、分類の説明を付加するため

に VLOOKUP関数が使われます。これにより、特許データがどの技術分野に属する

のかを簡単に把握できます。 

o 例: 特許分類コードを基に、説明テーブルから関連する技術分野の説明を

取得。 

4. クロス集計の実例 

クロス集計は、特許データを多角的に分析するための手法であり、Excel での実例が示さ

れています。 

a. ピボットテーブルの活用 

• ピボットテーブルの作成: 特許データの出願人別や特許分類別のクロス集計を行

うために、ピボットテーブルが使用されます。これにより、各出願人がどの技術分

野で特許を取得しているのか、または特定の技術分野における出願動向を視覚

化できます。 

o 例: 出願人別に特許分類コードごとの特許件数を集計し、どの分野に強み

があるかを分析。 

b. スライサーやタイムラインの利用 
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• スライサーとタイムラインの導入: ピボットテーブルにスライサーやタイムラインを

追加することで、特許データをより動的に分析できます。例えば、特定の期間や出

願人にフィルタリングして、特許のトレンドを視覚的に追跡します。 

o 例: 特定の期間における出願動向をタイムラインで絞り込み、技術の発展

を分析。 

c. ダッシュボードの作成 

• ダッシュボードの構築: クロス集計結果をもとに、Excel のグラフ機能や条件付き

書式を使って、視覚的なダッシュボードを構築します。これにより、特許分析の結

果を経営層やチームメンバーに効果的に伝えることができます。 

o 例: 出願人別の技術分野ごとの特許件数を棒グラフで表示し、重要な特許

ポートフォリオを強調。 

5. 実務での応用例 

競合分析: 

• Excel で特許分類を利用して、競合他社の特許ポートフォリオを分析します。特許

分類コードを使って、競合がどの技術分野で多くの特許を保有しているかを把握

し、戦略立案に役立てます。 

技術トレンドの把握: 

• 時系列データを Excel で処理し、特許分類ごとに特許出願件数を集計して、技術ト

レンドを分析します。これにより、どの技術分野が急速に発展しているかを特定し、

研究開発の方向性を検討します。 

このように、Excel を活用することで、特許データの整理、集計、分析を効率的に行うこと

ができ、実務において非常に有用なツールとなります。 

4o 

あなた: 

「ChatGPT を活用して、特定の技術分野における新しい用途を探索します。例えば、既存

の特許情報を基に、他の応用分野や新しい市場を見つけるためのアイデアを生成しま

す。」を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 



 21 / 23 
 

「ChatGPT を活用して、特定の技術分野における新しい用途を探索する」プロセスについ

て、詳しく説明します。 

1. ChatGPT の役割と利点 

ChatGPT は、自然言語処理能力を活用して、ユーザーが提示する情報や質問に基づき、

新しいアイデアや提案を生成します。特定の技術分野における新しい用途を探索する際

には、以下のような利点があります。 

• 多角的な視点の提供: ChatGPT は、大量のテキストデータから学習しており、さま

ざまな視点や関連知識をもとにアイデアを提案できます。これにより、ユーザーが

思いつかなかった新しい応用分野や市場の可能性を探索できます。 

• 時間の短縮: 手動で行うアイデア出しと比較して、ChatGPT は短時間で多くの提

案を生成できるため、効率的なブレインストーミングが可能です。 

• 柔軟性: ChatGPT は、ユーザーのニーズに応じてさまざまな形式や内容で提案を

生成できるため、特定の技術分野に特化したアイデア出しにも対応できます。 

2. 新しい用途を探索するプロセス 

以下に、ChatGPT を活用して特定の技術分野における新しい用途を探索する具体的なプ

ロセスを説明します。 

a. 初期情報の準備 

まず、ChatGPT に提供する初期情報を準備します。この情報には、以下のような内容が

含まれます。 

• 技術の概要: 対象となる技術や発明の概要を説明します。例えば、材料の特性、

製造方法、既存の応用分野などを含めます。 

• 既存の特許情報: 関連する特許番号や特許文献の要約を提供し、その技術が現

在どのように利用されているかを示します。 

• 探索したい応用分野: 具体的な市場や応用分野を指定する場合もありますが、特

定の分野を限定せずに広範に探索することも可能です。 

b. ChatGPT への質問の設定 

次に、ChatGPT に対して具体的な質問を設定します。これには、次のような質問が含まれ

ます。 

• 「この技術を他の分野でどのように応用できるか？」 

• 「この材料の特性を活かして、新しい市場に参入する方法は何か？」 

• 「既存の特許情報を基に、まだ活用されていない可能性のある用途を提案してほ

しい。」 
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これらの質問は、技術の特性や市場ニーズに合わせてカスタマイズできます。 

c. ChatGPT によるアイデア生成 

ChatGPT は、提供された情報と質問を基に、新しい用途や応用分野についてのアイデア

を生成します。例えば、以下のような提案が得られる可能性があります。 

• 他産業への応用: 例えば、医療分野で使用されている材料技術が、自動車産業

や電子機器製造に応用できる可能性を提案することがあります。 

• 新規市場の開拓: 既存の技術を活用して、エコフレンドリーな製品やスマートシテ

ィ向けの技術開発に転用できる市場の可能性を示唆することがあります。 

• 技術の改良と新しい機能: 現在の技術に対して、新しい機能や特性を追加するこ

とで、新たな市場価値を創出する方法を提案することがあります。 

d. 提案の評価と検証 

生成されたアイデアは、技術的な実現可能性や市場のニーズに基づいて評価されます。

このプロセスでは、次のようなアクションが含まれます。 

• フィージビリティスタディ: 提案された用途が技術的に実現可能か、または既存の

技術で改良できるかを検討します。 

• 市場調査: 提案された新しい用途が市場において需要があるか、競合がどの程度

存在するかを調査します。 

• パートナリングの可能性: 提案された用途が他の企業や研究機関とのパートナー

シップで開発できるかを検討します。 

e. 次のステップ 

評価と検証の結果、新しい用途や市場が有望であると判断された場合、次のステップに

進みます。 

• プロトタイプ開発: 新しい用途に向けた製品やプロトタイプの開発を開始します。 

• 特許出願の検討: 新しい用途が特許として保護できるかを検討し、必要に応じて

新しい特許を出願します。 

• 市場投入計画の策定: 新しい市場に参入するための戦略を立て、製品化と市場

投入に向けた準備を進めます。 

3. 実務での応用例 

以下に、ChatGPT を利用した実務での応用例をいくつか紹介します。 

材料技術の他分野応用 
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• ある企業が特定の高性能ポリマー材料を開発し、ChatGPT を利用して他分野へ

の応用可能性を探ったところ、ポリマーがバイオメディカルデバイスや柔軟性が求

められるエレクトロニクス製品に応用できることが判明しました。 

エネルギー技術の新規市場開拓 

• 既存の太陽光発電技術を基に、新しい応用分野を探索した際、ChatGPT は農業

用のソーラーシステムや、遠隔地向けの小型発電装置など、まだ開拓されていな

い市場への可能性を提案しました。 

新しい機能の付加 

• ある企業が持つセンサー技術に対して、ChatGPT はセンサーをスマートホームデ

バイスや健康モニタリングシステムに統合する方法を提案し、これが新しい製品ラ

インの開発につながりました。 

4. まとめ 

ChatGPT を活用することで、特定の技術分野における新しい用途や市場の可能性を短時

間で広範に探索できるため、企業のイノベーション戦略や研究開発活動において強力な

ツールとなります。従来のアイデア出しプロセスと組み合わせることで、より多角的で実用

的な新しいビジネスチャンスを発見することが可能です。 
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